
主目的 3 11 5

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　国民皆保険制度を維持し、持続可能な国民健康保険を運営するために、国民健康保険事

業特別会計で不足する財源について一般会計で繰出金を予算措置し、国民健康保険事業

特別会計へ繰り入れることで安定的運営を図る。

内容

（手段）

【平成２４年度の繰出金の内容】

　法定分

　　◇保険基盤安定（低所得者に対する保険税軽減相当額を繰出すもの）　　404,143,246円

　　　　【保険料軽減分】

　　　　　保険料の応益部分（均等割・平等割）について、所得に応じて軽減（７割・５割・２割）

　　　する部分に対し、軽減相当分を都道府県（3/4）、市町村（1/4）で補填するもの。

　　　　【保険者支援分】

　　　　　保険料軽減の対象となった被保険者数に応じて、平均保険料の一定割合を国

　　　（1/2）、都道府県（1/4）、市町村（1/4）で補填するもの。

　　　《内訳》

　　　　保険料軽減分　国1/2　　　　　　　　　 円 　　保険者支援分　国1/2　　   35,632,523円

　　　　　　　　　　　　　  県3/4　　249,658,650円　　　　　　　　　　　　 県1/4　　 　17,816,261円

　　　　　　　　　　　　　  市1/4　　  83,219,550円　　　　　　　　　　　　 市1/4　　　 17,816,262円
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小牧市国民健康保険条例、小牧市国民健康保険運営協議会規則、小牧市国民健康保険税条例
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平成３０年度以降

地域医療

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

国民健康保険事業・公費助成医療の適正な運営を図る
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平成１２年度以前

保健福祉
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根拠法令・個別計画
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担当係
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事務事業名 小牧市国民健康保険事業特別会計繰出金
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　　◇職員給与費等（国民健康保険事業の事務執行経費を繰出すもの）　　　  95,808,985円

　　◇出産育児一時金（出産育児一時金の支給基準額の2/3を繰出すもの）　 64,139,992円

　

　

　法定外分

　　・その他繰出金　　　　700,000,000円

【平成25年度の繰出金の予算措置の状況】

　法定分

　　・保険基盤安定　　　　 410,402千円

　　・職員給与費等　 　　　111,999千円

　　・出産育児一時金　　　  67,200千円

　法定外分

　　・その他繰出金　　　　 886,100千円
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H25

事業の

達成状況

　平成24年度の一般会計からの繰出金は、当初予算では1,458,859千円を見込んで

いたが、決算値では1,264,092千円と194,767千円の減となった。

　これは、国民健康保険事業特別会計の歳入において、国･県からの負担金・補助

金、社会保険診療報酬支払基金からの交付金が増したことによる。特に収納対策の

強化などの経営努力に伴う財政調整交付金122,754千円増など財源確保に努めたこ

とによるものと考える。
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のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

　国民健康保険は、定年退職者や失業者といった低所得者の加入割合が高いという

構造的な問題や、加入者の高齢化や医療の高度化に伴う医療費の増加による経費

増もあり、被用者保険と比べると財政構造が脆弱である。

　社会・経済情勢も好転の兆しは見受けられるも、先行き不透明であり、保険税の引

上げを実施するにも、厳しい状態が続くものと見込まれる。
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方向性の判定

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

　『国民皆保険制度』を支える最後の砦である国民健康保険を運営していくためには、

現在の状況を踏まえると、一般会計からの繰入金は必要不可欠であると考える。事

業を縮小・廃止することになれば、適正な国民健康保険制度の運営ができなくなると

考える。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

　収納対策を進めるため、新たに臨時職員を配置し、口座振替勧奨の推進、適正賦

課のための居住調査等を行うこととした。

　平成24年度まで国保加入者等に配布していたジェネリック医薬品希望カードを今年

度はシール化し、保険証の一斉更新時期に被保険者あて送付することとした。
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２６年度以降

の改善案

　レセプト点検による診療報酬請求の適正化、ジェネリック医薬品利用促進による調

剤費用の適正化、口座振替の推進による現年度分の収納率の向上等、保険者として

の経営努力を今まで以上に図り、補助金等の確保に努める。
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結結結結

果果果果

上げを実施するにも、厳しい状態が続くものと見込まれる。

　国民健康保険制度を持続的に運営していくためには、現行の仕組みの中では、一

般会計からの繰出金が必要であり、社会保障と税の一体改革をはじめとする制度の

抜本的な改革がなされるまでは財源の繰出しが必要であるため、維持と判断した。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


